
1令和元年論文式会計学[午前]
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（会　計　学）
1第 問 答 案 用 紙

2324250801① Ｋ7―1Ｋ7―

1
4

受 験 番 号 シ ー ル 貼 付 欄

問題 1

問 2 メリット① メリット②

問 5

問 7

問 3 原因① 原因②

問 4 第 1製造部門 第 2製造部門

予算差異

操業度差異

円

（有利差異・不利差異）

円

（有利差異・不利差異）

円

（有利差異・不利差異）

円

（有利差異・不利差異）

製造間接費配賦差異
円

（有利差異・不利差異）

円

（有利差異・不利差異）
注　　　（　　　　）内の有利差異・不利差異のいずれかを○で囲むこと。

問 1

問 6 ⑴

⑵

仕掛品

前 月 繰 越 3,000,000 製 品 （ ）

直 接 材 料 費 （ ） 次 月 繰 越 （ ）

直 接 労 務 費 （ ）

製 造 間 接 費 （ ）

合 計 （ ） 合 計 （ ）

（単位：円）
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問題 2

2
4

受 験 番 号 シ ー ル 貼 付 欄

問 1

標準原価カードに含まれている製品 1個当たり仕損費の金額

　原材料費  円

　加工費  円

問 2

⑴ ①

⑵ ② ③ ⑤

⑶ ④

⑷
操業度

価格

⑸

⑹

⑦

⑧

⑨

問 4

原材料費に関わる仕損差異  円 有利・不利 ※いずれかを○で囲むこと。

問 3

⑴

当月標準仕損発生個数  個

⑵

良好・不良 ※いずれかを○で囲むこと。

理由
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受 験 番 号 シ ー ル 貼 付 欄

問題 1

問 1

問 6

名　称

問 5

問 3

問 4

鋼材 α ・ Ａ いずれかを○で囲むこと

金額 月間　　　　　　千円有利

① ② ③ ④

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

問 2
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問題 2
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受 験 番 号 シ ー ル 貼 付 欄

問 3

問 1

ア イ

問 2

正味現在価値  円 回収期間  年

問 4

問 5

⑵

差額  円

製品X4に切り替える案を採択（すべき・すべきでない）←いずれかを○で囲むこと

製品X1  本 製品X2  本

⑴

製品X2  本 製品X4  本




